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重要イカ類の資源評価と漁況予測に関する研究 

（資源評価調査） 

寺門弘悦 

 
１． 目的 
本県のイカ釣り漁業や底びき網漁業の重要な漁獲

対象であるイカ類の資源状況を漁獲統計調査、市場

調査により把握し、科学的評価を行なうとともに、

資源の適切な保全と合理的かつ持続的利用を図るた

めの提言やイカ類の漁獲状況や漁況予測に関する情

報提供を行うことを目的とした。 
なお、本調査から得られたイカ類の漁獲動向につ

いては、2022年の漁況として別章に報告した。 

２． 方法 
イカ類 3 種（スルメイカ、ケンサキイカ、ヤリイ

カ）について、漁獲統計資料の収集を行った。ケン

サキイカについては、産地市場で買い取った漁獲物

の精密測定を実施し、調査当日の体長組成の推定や

成熟度の把握を行った。また、スルメイカについて

は、試験船「島根丸」による稚仔分布調査を実施し

た。これらの調査結果をもとに（国研）水産研究・

教育機構 水産資源研究所（以下、水産機構水資研）

および関係各府県の水産研究機関と協力して魚種別

の資源評価を行い、ABC（生物学的許容漁獲量）の

推定を行うとともに、漁況予測、漁獲状況の情報共

有を行った。 

３． 結果 
(1) 漁獲状況調査 
イカ類 3種の漁業種類別漁獲量を集計した。また、

5 県（長崎県、佐賀県、福岡県、山口県および鳥取

県）と共同して各地のケンサキイカ漁況を取りまと

め、「トビウオ通信漁況速報 ケンサキイカ情報」令

和 4年度第 1号～第 8号として漁業関係者向けに発

行した。 
(2) 生物情報収集調査 
県西部の浜田市場において、沖合底びき網漁業、

イカ釣り漁業で漁獲されたケンサキイカの精密測定

をそれぞれ 3回ずつ実施した（表 1）。 
(3) 稚仔分布調査 
スルメイカ稚仔を対象として、加入量水準を推定す

る資料とするため、試験船「島根丸」により改良型

ノルパックネット（Nytal 52GG；0.335 mm）を使用

して稚仔分布調査を行った。調査は、2022年（令和

4 年）9 月 29～30 日、11 月 1～2 日の 2 航海におい

て計 14点で実施した。 
(4) 漁況予測 
水産機構水資研および関係各府県の水産研究機関

と共同で検討し、「日本海スルメイカ長期漁況予報」

を 4月と 7月に発行した（島根県版は「トビウオ通

信」令和 4 年第 4 号および第 6 号として発行）。ま

た、秋季のイカ釣り漁業でのケンサキイカ漁況を予

測し、9 月に「トビウオ通信」令和 4 年第 8 号とし

て発行した。 

４．成果 
調査結果は水産機構水資研に送付され、スルメイ

カ秋季発生系群、ケンサキイカ日本海・東シナ海系

群およびヤリイカ日本海系群の資源評価に活用され

た。また、各ブロック資源評価会議に参加し、管理

方策の提言を行った。スルメイカ秋季発生系群では

研究結果から推定されたABC（生物学的許容漁獲量）

を基に、TAC（漁獲可能量）が設定された。 
 

 

表 1 2022 年度におけるケンサキイカの生物情報収集

調査の実施状況 

調査日 市場 漁業種類 測定個体数

2022年4月21日 浜田 沖底 297

2022年6月1日 浜田 沖底 282

2022年6月30日 浜田 イカ釣り 83

2022年7月21日 浜田 イカ釣り 104

2022年8月24日 浜田 イカ釣り 94

2022年10月20日 浜田 沖底 228


